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2022（令和4）年 5月27日 

神奈川県公立小中学校等事務研究協議会 

会長 渡辺 卓夫 

広報部長 白鳥 世宇 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

県公事研第５回定期総会は、新型コロナウイルス感染症にかかる情勢を鑑み、通常通りの開

催が困難と判断しました。よって、一昨年度・昨年度は書面開催としましたが、今年度はこれ

までのオンライン研修会やオンライン大会の経験を活かし、ZOOMによるオンライン開催とする

を決定しました。 

議長に近藤聡さん（小田原市立城山中学校）、小河原真未さ

ん（鎌倉市立大船中学校学校）を選出し、書記に阿部由貴恵さ

ん（鎌倉市立玉縄小学校）、佐藤幸子さん（座間市立栗原中学

校）を委嘱の上、代議員 62名出席のもとで議事が進められま

した。 

 当日審議された議事は次のとおりです。 

 

１） 第１号議案 2021(令和 3)年度 事業報告承認に関する件 

２） 第２号議案 2022(令和 4)年度 事業（案）承認に関する件 

３） 第３号議案 2021(令和 3)年度 一般会計 並びに 特別会計決算承認に関する件 

４） 第４号議案 2022(令和 4)年度 一般会計予算（案）承認 並びに特別会計予算（案）

承認に関する件 

５） 第５号議案 2022(令和 4)年度 役員（案）承認に関する件 

 

各議案に対する修正案はなく、すべての議案は過半数の賛成を得て承認されました。議案の承認

については、ZOOMの投票機能にて皆さんの意思をリアルタイムで確認しました。 

議事終了後、旧役員および新役員からあいさつがあり、定期総会は終了しました。 

 

 

 

 

 

 
神奈川県公立小中学校等事務研究協議会ニュース 
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各地区研究団体の皆様、日頃より県公事研の活動へ、ご理解・ご協力を賜

り、まことにありがとうございます。 

一昨年度・昨年度と、本会の定期総会は書面で開催いたしました。その間、

皆様と十分なコミュニケーションがとれず、私たち役員会と各地区の皆様の

間で研究会活動についての考え方に溝ができてはいないだろうかと不安も

ありましたが、ようやく顔を合わせた形で定期総会が開催することができ、

その不安も少しやわらいでおります。 

この間、コロナ禍の中とはいえ、私たちの学びの機会を何とか確保しよ

うと、書面やオンラインを中心に活動を続けてまいりました。会員の皆様にはさまざまなご不

便をおかけしたかと思いますが、研修会・研究大会を開催することができたのも偏に各地区の

皆さまの支えのおかげです。改めて感謝申し上げます。 

さて、教育をとりまく環境は、コロナ禍の影響だけでなく社会的な要請も受けて、大きく変化

しています。予測不能な大きなうねりの中、私たち学校事務職員が向き合う業務もまたどんどん

「正解のないもの」が増えて、大きく変化しています。私たちの研究会もそうした変化に柔軟に

対応していく必要を感じております。 

変化を乗り越えるためには、会員の皆様のお力添えが欠かせません。今年度も県公事研の活動

をともに作り上げていただけますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

会員の皆様に改めて県公事研と神事研について理解していただけるよう、総会に先立ち、県公

事研会長・渡辺卓夫を講師として県公事研の組織研修会を開催しました。 

 はじめに、（旧）神事研と（新）神事研、県公事研について説明しました。前身組織である神

奈川県義務教育諸学校事務研究協議会（神事研）組織の変遷について話がありました。 

（旧）神事研〔正式名称：神奈川県義務教育諸学校事務研究協議会〕は、1991年に設立し、４つ

「基本的な考え方」を基に、２大事業である研究と研修を進めてきました。 

名称は変わりませんが（新）神事研は、2018 年の３政令市の給与移管によりそれぞれの事務

職員の在り方が異なることから４つの団体で構成した

新しい組織となりました。 

県公事研〔正式名称：神奈川県公立小中学校等事務研

究協議会〕は、2018 年度にスタートし、３つのエリア

（中県西、県央、横須賀湘三）に所属した各研究団体か

ら組織されています。県公事研の４つの機関（総会・エ

リア会議・理事会・常任理事会）と４つの部会（広報部、

総務部、研修部、研究部）について説明がありました。 
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後半には、研究会の役割・学校事務職員の情勢として「事務職員の職務規定の見直し」「共同

学校事務室の設置」「学校における働き方改革と事務職員」についてお話がありました。 

最後に、神奈川の学校事務職員の職務としての調査・研究について触れました。財務事務や学

校事務の改善等において調査・研究を行うのは職務であり、一人ひとりが担当者です。それをサ

ポートする役割を、一人でできないことや正解がないことに向き合うために集まってサポート

する役割を研究会が果たしていきたいと述べられました。 

 研修会は随所で ZOOMの投票機能で参加者の反応

を確認しながら進められ、事務職員としての姿勢

や研究会の役割についても今一度考えされられる

内容となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆さん、KKJｗeb（県公事研ホームページ）をご覧いただいたことはありますか？ 

 皆さんにより活用していただけるホームページとなるように、会員の皆さんが過去の実態調

査や研修会のページを自由に閲覧することができるよう、現在準備中です。今回は会員専用 ID

とパスワードを新設しました。閲覧方法について紹介します。 

 

①下記の URL からホームページ神事研のページを開いてください。 

 https://kanajiken.sakura.ne.jp/nc3/ 

 

②ホームページの右上の『ログイン』をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ログイン画面のログイン ID に「kenkouji22」、パスワードに「jimukaiin」を入力し、

『ログイン』をクリックしてください。 

https://kanajiken.sakura.ne.jp/nc3/


 

- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まだまだ準備中ですが、現在は実態調査のページを見ることができます。これから過去研修会

資料やオンデマンド配信など参加者にしか閲覧することのできなかったページを掲載していく

予定です。 

 

 

 

 

 

 

みなさまからの名作、迷作お待ちしております！！ いただいた作品はこれからもホームペ

ージなどで紹介していきます。 

 

【応募上の注意点】 

・「川柳」として募集しますが、多少の字余りや字足らずも可です。 

・応募できる方は、日本国内の学校事務職員に限ります。また、作品は 

自作で未発表の作品に限ります。 

・応募作品の著作権は神奈川県公立小中学校等事務研究協議会（県公事研）に

帰属するものとします。 

・応募いただいた作品は県公事研理事会で確認し、ホームページやＫＫＪニュ

ースに掲載させていただくことがあります。その場合には「所属名」や「個人

名」などは記載せず、ペンネームのみの公表とさせていただきます（神奈川県外から応募の場

合は都道府県名を掲載します）。 

・作品の応募は、右のＱＲコードから KKJweb にアクセスし、所定の投稿フォームからお願いし

ます。 

①氏名 

②所属名 

③所属電話番号 

④ペンネーム 

⑤川柳 

⑥エピソード（任意） 

を入力し、その下の「決定」ボタンを押してください。 

kenkouji22 

jimukaiin 
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  7月２６日   第1回研修会    参集開催（大和市生涯学習センター） 

10月１３日  第2回研修会    机上研修（オンライン） 

12月 １日  県公事研セミナー  参集開催（藤沢市Ｆプレイス） 

  2月 ２日    第3回研修会    机上研修（オンライン） 

 

※上記は、現時点での計画予定です。今年度の県公事研の活動は、昨年度と同

様に新型コロナウイルス感染症にかかる情勢により、開催方法等が変更され

る場合があります。       

正式に決まり次第、各地区を通してご連絡する予定です

が、右のＱＲコードから KKJweb でも確認いただけます。 

 

県公事研 web 

→KKJ ニュース 

→川柳をクリック 

応募はこちらからお願いします。 


